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研究成果の概要： 

人間の社会関係上の支援を重要な課題とする社会福祉にとって重要な課題である高齢期の社

会的孤立の実状とそのライフコース上の要因の解明を研究目的とした。厳密な操作的基準に基

づき大都市における高齢者の社会的孤立の発現率の推計とその基本的特徴を明らかにしたこと、

また高齢期の社会的孤立のライフコース上の要因に関しては、「ライフコースを通じての不利の

累積仮説」が長期孤立に関しては追認できたが、高齢期になってからの短期孤立については支

持されないことが検証された。 
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１．研究開始当初の背景 

近年一人暮らし高齢者が急増する中で、高齢

者の社会的孤立の問題が、社会福祉の政策・

実践における重要な課題となっている。しか

し、これまでのところ、一人暮らし高齢者を

対象にした調査自体が、国および地方の行政

調査としていくつか報告されている程度で

あり、高齢者の社会的孤立に焦点を当てた科

学的な研究はきわめて乏しい。 

２．研究の目的 

 (1) 第 1 の目的は、高齢者の社会的孤立の

発現率とその基本的特徴を明らかにするこ

とである。まず、先行研究における孤立

（isolation）概念の操作的定義と高齢者の

社会的孤立の発現率に関する主要な結果と

残された課題についてレビューした。そのう

えで、先行研究で示された社会的孤立指標の

妥当性と、本研究の操作的定義による高齢者

の社会的孤立（極端な孤立＋ほとんど孤立）

の発現率を分析した。なお、社会的孤立の発

現率を分析する際には、母集団である対象地

域全体における発現率（数）についての推計

も行なった。また、孤立状態にある高齢者の

基本的特徴に関しては、性別・年齢などとと

もにソーシャルサポートの有無との関連を

分析した。 

(2) 第 2 の目的は、高齢者の社会的孤立と他

の生活諸側面との関連を明らかにすること

である。本研究では、より客観的な生活諸側

面に関する分析枠組みとして、貧困研究にお

ける相対的剥奪（relative deprivation）と

いう概念を参考にした。具体的には、経済状

態、健康状態、居住環境、保健行動、外出行

動（その乏しい状態としての閉じこもり）と

社会的孤立との関連を分析した。分析に際し

ては、孤立と非孤立との比較分析だけでなく、

孤立状態のなかでの多様性に着目して、これ

らの諸変数を投入したクラスター分析によ

って、高齢者の社会的孤立の類型化を行なっ

た。また、その類型化に基づいて、社会的孤

立に関する古典的な課題である孤独感との

関連についても分析した。なお、類型別の孤

立状態の特徴および相違点に関しては、量的

分析で把握し難い側面があるため、事例調査

の結果に基づいた質的な記述的分析によっ

て考察した。 

(3) 第 3 の目的は、高齢者の社会的孤立の

背景要因を、高齢期に至るまでのライフコー

ス上の経験との関連から明らかにすること

である。まず、高齢者のライフコースに関す

る主要な先行研究をレビューしたうえで、

「ライフコースを通じての不利の累積」仮説

の観点から孤立状態の背景要因を分析した。

具体的には、まず、事例調査に基づいて、過

去の社会経済的に不利なライフイベントの

経験から「ライフコースを通じて不利が累積

した孤立」、「高齢期以前に不利をあまり経験

しなかった孤立」、「ライフコースを通じて不

利が累積したにもかかわらず非孤立」の事例

を取り上げて、それぞれの特徴を記述的に分

析した。つぎに、統計調査に基づいて、高齢

者の社会的孤立を中年期からの「長期孤立」

と高齢期からの「短期孤立」に分類し、それ

ぞれの発現率および特徴を分析した。最後に、

統計調査の結果から、就学歴、最長職の職種、

過去の地域活動の参加状況、過去の健康維持

に関する習慣などのライフコース上の経験

と社会的孤立との関連を分析した。とくに、

ライフコースというプロセスを描くために、

高齢期に一人暮らしに至るまでの主要な経

緯を類型化し、それと社会的孤立との関連を

分析した。 

３．研究の方法 

本研究では、大都市に居住する一人暮らし高

齢者を対象にした訪問面接法による統計調

査と事例調査を実施した。 
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(1) 統計調査では、選挙人名簿から系統抽出

法によって、東京都板橋区に居住する一人暮

らし高齢者 3,500 名を対象にし、そのうち、

名目一人暮らしを除いた「本来の意味での一

人暮らし」高齢者 2,907 名から、1,391 名の

有効回答（有効回収率＝47.9%）を得た。 

(2) 事例調査では、東京都板橋区と東京都練

馬区にある高齢者向け区営住宅の管理人（ワ

ーデン）および在宅介護支援センターの職員

が把握している「家族や地域との関係が比較

的乏しい状態にある」一人暮らし高齢者に協

力を求め、46 名から有効回答を得た。 

４．研究成果 

(1) 先行研究で示された社会的孤立指標を

今回の調査データに適用したところ、その発

現率は、現実的に妥当とは考え難いほど高い

値になってしまうこと（一人暮らし高齢者の

約 2割がかなり孤立、約 6割が中等度の孤立

など）が示された。すなわち、先行研究で示

されたいくつかの社会的孤立指標は、孤立状

態のリスクの高い人を幅広く把握するとい

う意味では一定の有用性はあるが、社会的孤

立の発現率を正確に把握するための方法と

しては、必ずしも妥当ではないことが確認さ

れた。 

(2) そこで、今回の調査における高齢者の社

会的孤立の発現率については、ソーシャルネ

ットワークについての厳密なデータ収集に

基づいて推計したところ、親しい人が 1人も

いない「極端な孤立」には一人暮らし高齢者

の 3.7%が該当すること、また、これに親しい

人は 1人以上いても、その人たちとの対面接

触頻度と非対面接触頻度のいずれもが月に 1

回程度以下である「ほとんど孤立（基準 A）」

を加えると、10.8%が孤立状態に該当するこ

とが明らかになった。すなわち、高齢者全体

に占める一人暮らし高齢者の割合を勘案し

て、高齢者全体に対する発現率としてみると

2.0%～3.3%前後でしかなく、先行研究におけ

る孤立状態の発現率は過大に評価されてい

る可能性があることが示唆された。他方で、

対象地域全体での実数を推計したところ、比

較的厳しい基準（基準 A）を適用しても、2,100

～2,900 名程度が孤立状態（極端な孤立＋ほ

とんど孤立）に該当することが示された。す

なわち、本研究では、高齢者全体に占める社

会的孤立の発現率はかなり低いが、その実数

は、介護保険における要支援 1・2 という軽

度障害の高齢者の数に近い一人暮らし高齢

者が、孤立状態にあることが明らかになった。

また、孤立状態にある一人暮らし高齢者の基

本的特徴としては、男性が多く、男性であっ

ても女性であっても子どものいない人が多

いこと、また、彼らの多くは、緊急時や日常

の手段的なサポートを頼める人が一人もい

ないことなどが明らかにされた。 

(3) 高齢期の社会的孤立と生活諸側面との

関連については、先行研究と同様に、高齢期

の社会的孤立は単に社会的ネットワークが

乏しいだけではなく、経済状態、住環境、身

体的障害、保健行動においても問題を抱えた

（相対的に剥奪された）生活状態にあること

が示された。そのうえで、これらの諸変数を

投入したクラスター分析によって、孤立状態

にある高齢者は、「低所得・住環境劣悪クラ

スター」「低所得・閉じこもりクラスター」「低

所得・住環境良好・閉じこもりなしクラスタ

ー」「低所得以外クラスター」の 4 群に類型

分類されることが明らかになった。なお、孤

立状態にある高齢者のうち、「低所得以外ク

ラスター」に該当したのは 15.0%のみであり、

孤立した高齢者の大半は低所得と関わりの

あるクラスターに該当すること、また、「低

所得・閉じこもりクラスター」に該当する高

齢者は最も少なく（孤立状態にある高齢者の

9.8%）、介護予防や閉じこもり予防といった
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施策は、現在孤立状態にある高齢者の大半は

対象になっていないことなどが示唆された。 

また、これらの孤立クラスターに対応した

事例分析からは、孤立状態にある高齢者の中

でも、経済的には困窮していないが他人と一

緒にいると気を遣ってしまうために自ら孤

立状態になった事例、高齢期に転居したこと

によって孤立状態になった事例、経済的に困

窮しているために他者との交流が制約され

て孤立状態になった事例、居住年数の長さに

伴う近隣住民の変化によって孤立状態にな

った事例、加齢に伴う身体的な障害の重度化

にともなって孤立状態になった事例など、多

様な孤立状態があることが明らかになった。 

(4) 高齢期の社会的孤立のライフコース上

の要因を分析するために、まず、高齢期の社

会的孤立を中長期的な観点から分類したと

ころ、孤立状態にある高齢者のうち、約 7割

が中年期（50歳代）には一定の社会的ネット

ワークがあったが高齢期は孤立状態に該当

する「短期孤立」であり、約 3割が中年期に

も孤立状態であった「長期孤立」に該当する

ことが示された。このため、本調査地域にお

いて約 2,100～2,900 名程度が孤立状態にあ

るとすれば、そのうちの 700～1,000 名程度

は、中年期からの長期的な孤立状態であると

いうことになる。また、他の生活諸側面の変

数を統制した上でも、「短期孤立」には身体

的障害があること、「長期孤立」には収入の

乏しさが有意な影響を及ぼすというそれぞ

れ異なる特徴があることが確認された。その

うえで、ライフコース概念を踏まえて、高齢

者の社会的孤立の規定要因を分析したとこ

ろ、本研究では一貫して、女性よりも男性の

一人暮らし高齢者の方が孤立状態になるリ

スクが高いことが確認された。 

次に、「ライフコースを通じての不利の累

積」仮説との関連で見ると、高齢者の社会的

孤立の中でも、長期的な孤立状態に対しては

この仮説を概ね支持する結果が得られたが、

少なくとも短期的な孤立状態では、この仮説

は必ずしも支持されないことが確認された。

とくに、一部では、幼少期の両親との死別、

低学歴、失業経験、ホームレス経験など、多

くの社会経済的な不利を複数経験していて

も、高齢期に親戚や職場の友人などが近くに

住んでいることによって、孤立状態に陥って

いない事例が示された。すなわち、ライフコ

ースを通じて社会経済的な不利を多く経験

した高齢者は、長期孤立になるリスクは高い

ものの、その全てが社会的孤立状態になるわ

けではなく、高齢期における周囲の社会的ネ

ットワークの状況とそれに関わる支援体制

によっては、孤立状態には陥らないことが明

らかになった。 

他方で、高齢者の一人暮らしに至る経緯の

多様な類型（配偶者同居型、親戚同居型、子

どもなし型、配偶者・子 早期別居型、長期

一人暮らし型）が、高齢期に孤立状態になる

かどうかに影響することも示めされた。それ

は、全サンプルでみても、男女別でみても、

長期孤立・短期孤立別でみても、同様であっ

た。すなわち、一人暮らしであることそれ自

体が社会的孤立へのリスクを高くするわけ

ではなく、ファミリー・ライフサイクルで描

かれるような標準的な軌道から逸脱した、未

婚や子どもがいないなどのライフコース上

の経験が、高齢期の社会的孤立と密接に関連

していることが明らかになった。 
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